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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月5日(2020.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療剤およびジブロックポリ（乳）酸－ポリ（エチレン）グリコールコポリマーを含む
治療用ナノ粒子（前記治療用ナノ粒子は、約１０～約３０重量パーセントのポリ（エチレ
ン）グリコールを含む）と、
抗ＰＤ－１抗体である免疫チェックポイント阻害剤と
を含む治療用組成物。
【請求項２】
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　抗ＰＤ－１抗体が、治療剤と共に治療用ナノ粒子にカプセル化されている、請求項１に
記載の治療用組成物。
【請求項３】
　抗ＰＤ抗体が、ナノ粒子の表面にコンジュゲートしている、請求項１に記載の治療用組
成物。
【請求項４】
　治療剤が化学療法剤である、請求項１に記載の治療用組成物。
【請求項５】
　治療用ナノ粒子が標的化リガンドを含む、請求項１に記載の治療用組成物。
【請求項６】
　標的化リガンドが、前立腺特異的膜抗原（ＰＳＭＡ）標的化リガンドである、請求項５
に記載の治療用組成物。
【請求項７】
　ポリ（乳）酸－ポリ（エチレン）グリコールコポリマーが、約１５ｋＤａ～約３０ｋＤ
ａの数平均分子量のポリ（乳酸）と約４ｋＤａ～約６ｋＤａの数平均分子量のポリ（エチ
レン）グリコールとを有する、請求項１に記載の治療用組成物。
【請求項８】
　免疫チェックポイント阻害剤と組合わせて用いるための、治療剤およびジブロックポリ
（乳）酸－ポリ（エチレン）グリコールコポリマーを含む治療用ナノ粒子（前記治療用ナ
ノ粒子は、約１０～約３０重量パーセントのポリ（エチレン）グリコールを含む）を含む
治療用組成物。
【請求項９】
　免疫チェックポイント阻害剤が抗ＰＤ－１抗体である、請求項８に記載の治療用組成物
。
【請求項１０】
　治療用ナノ粒子が、前立腺特異的膜抗原（ＰＳＭＡ）標的化リガンドを含む、請求項８
から９のいずれか一項に記載の治療用組成物。
【請求項１１】
　治療剤と、
約０．２～約２０重量パーセントの抗体と、
約５０～約９９．７５重量パーセントのジブロックポリ（乳）酸－ポリ（エチレン）グリ
コールコポリマーと
を含む治療用ナノ粒子（前記治療用ナノ粒子は、約１０～約３０重量パーセントのポリ（
エチレン）グリコールを含む）。
【請求項１２】
　約２～約５重量パーセントの抗体を含む、請求項１１に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項１３】
　抗体がモノクローナル抗体である、請求項１１に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項１４】
　抗体が抗ＰＤ－１抗体である、請求項１１に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項１５】
　抗体が疎水性の対イオンと会合している、請求項１１に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項１６】
　ポリ（乳）酸－ポリ（エチレン）グリコールコポリマーが、約１５ｋＤａ～約２０ｋＤ
ａの数平均分子量のポリ（乳酸）と約４ｋＤａ～約６ｋＤａの数平均分子量のポリ（エチ
レン）グリコールとを有する、請求項１１に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項１７】
　それを必要とする患者において抗腫瘍応答を増強するために用いられる、請求項８から
９のいずれか一項に記載の治療用組成物。
【請求項１８】
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　治療剤およびジブロックポリ（乳）酸－ポリ（エチレン）グリコールコポリマーと前立
腺特異的膜抗原（ＰＳＭＡ）標的化リガンドとを含む治療用ナノ粒子を含む医薬組成物で
あって、前記治療用ナノ粒子は、約１０～約３０重量パーセントのポリ（エチレン）グリ
コールを含み、前記組成物は凍結乾燥されている、医薬組成物。
【請求項１９】
　抗ＰＤ－１抗体をさらに含む、請求項１８に記載の組成物。
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